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本市では、徳地地域で運行している徳地生活バスに、１０月１日からＡＩを

用いたデマンドシステムを導入し、実証運行を開始することとしました。 

このシステムは、本年１月から実証運用を行っている「やまぐちタクシーア

プリ」と同様に、山口県と、本市のスマートシティ連携事業者で、山口第一交

通グループの株式会社ＲＥＡ（レア）とともに、「やまぐちデジタル実装モデル創

出業務」として進めてきたものです。 

現在、徳地地域の八坂地区内及び串・島地地区内を走る路線について、

決まった時間に決まった経路を運行する「定時定路線便」で運行しています

が、利用者数の少ない状態が続いており、空便での運行が８割を超えている

路線もあります。 

こうした課題の解決に向け、これまで地域での勉強会や説明会を実施して

きたところであり、来月１日からは、従来の定時定路線での運行から、予約に

応じて運行区域内であれば自由に乗降できる運行態様、いわゆるデマンド

交通という新しい形で実施することとしました。 

 

詳細については、別紙資料をご参照ください。 

 

件 名： 徳地生活バスにおけるＡＩデマンド交通の導入について 

担当課： 都市整備部 交通政策課 交通政策担当 （電話：083-934-2729） 

（様式４） 


